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機
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提供機関：金沢大学

科
目
名

グローバル時代の社会学 授業形態 開講期間 6月13日～ 8月1日

英文科目名 Sociology in a Global World
①対面授業

開講時間 火曜日 第2講時 10：30 ～ 12：00
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 眞住　優助
③対面・オンライン併用 ◯

開講場所 金沢大学で確認
復習用ビデオの録画・配信

単位数　1単位

定員数　64名

特別聴講学生等定員　
5名

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　受付順

成績評価の

方　　　法

授業には３分の２以上の出席を必要と

する。

学期末試験70％，

出席状況（コメントペーパー等の提出

を含む）30％

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の

指示に従う
9,800円 28,200円 14,800円

教員の

指示に従う

科
目
の
内
容

《講義の主題》
　身の回りとその背後にある社会に批判的思考を働かせてみる，社会学という学問的世界に触れる。

《授業スケジュール》
【第1週】オリエンテーション，社会学の見方・考え方とグローバル化する社会 【第2週】社会的相互行為と日常生活 【第3週】
ライフコースと家族 【第4週】健康・病気・障がい 【第5週】格差・不平等と貧困 【第6週】メディアとコミュニケーション 【第
7週】都市と都市生活 【第8週】社会学の理論と方法 ，最終試験

《教科書》
オリジナルテキスト（以下のＵＲＬにアクセスし，この授業に該当するリンク先から各回のテキストをダウンロードもしく
は印刷して必ず授業時に持参すること。ただしスマートフォン使用は不可。）
http://ilas.w3.kanazawa-u.ac.jp/students/subject/gs/gs_text/ 
※リンク先へのアクセスには「金沢大学ＩＤ」が必要です。金沢大学基幹教育学務係に申し出ること。

その他特記事項

授業中には様々な補足説

明を行うので各自ノート

やメモをしっかりとり最

終試験に備えること。

授業担当教員紹介 URL

ホームページ・メールアドレス等 E－mail ymazumi@staff.kanazawa-u.ac.jp

提供機関：金沢大学

科
目
名

異文化間コミュニケーション 授業形態 開講期間 4月10日～ 6月5日

英文科目名 Intercultural Communication
①対面授業 ◯

開講時間 月曜日 第4講時 14：45 ～ 16：15
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 堀井　祐介
③対面・オンライン併用

開講場所 金沢大学
復習用ビデオの録画・配信

単位数　1単位

定員数　52名

特別聴講学生等定員　

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　受付順

成績評価の

方　　　法

①最終試験：100点
②Pop Quizzes：50点
③グループ・ディスカッション：30点
上記①②③の合計点：180点

S 90-100％ （162-180 points）
A 80-89％ （144-161 points）
B 70-79％ （126-143 points）
C 60-69％ （108-125 points）
F 60％未満 （108 points未満）

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

教員の

指示に従う
9,800円 28,200円 14,800円

教員の

指示に従う

科
目
の
内
容

授業の概要
授業では，ディスカッションやクラス内発表，ロールプレイやペアワークなど，様々な形での積極的な参加が求められる。毎週平均10
〜20ページ程度のリーディング課題を出す。授業では，リーディング課題を読んできたことを前提に授業を進めていくので，必ず授業
前にリーディング課題を読んでおくことが求められる。

授業内容（各週ごとに記載）
1．ガイダンス，基本概念の説明，「異なる」とは，アメリカでのジェスチャー
2．文化的価値観： ハイ・コンテキストとロー・コンテキストのコミュニケーション，不確実性の回避，男性らしさと女性らしさ
3．非言語コミュニケーション： 顔の表情，対人距離，接触行動，アイコンタクト
4．偏見とレイシズムⅠ【講義】
5．偏見とレイシズムⅡ【グループ・ディスカッション】
6．自民族中心主義と文化相対主義Ⅰ【講義】
7．自民族中心主義と文化相対主義Ⅱ【グループ・ディスカッション】
8．傾聴力，最終試験

その他特記事項
オリジナルテキストを金沢大学生協で購
入してください。
授業では，ディスカッションやクラス
内発表，ロールプレイやペアワークな
ど，様々な形での積極的な参加が求めら
れる。毎週平均10〜20ページ程度のリー
ディング課題を出す。授業では，リーディ
ング課題を読んできたことを前提に授業
を進めていくので，必ず授業前にリー
ディング課題を読んでおくことが求めら
れる。
授業外学習
毎週平均90分の授業外学習時間が求めら
れる。学習内容には，課題文献と参考資
料を読むこと，Pop Quizzes解答（課題文
献を読んできたかどうかの確認テスト），
学習グループによるTest Bankへの対応，
Lecture Notesの整理などが含まれる。

授業担当教員紹介 URL https://ridb.kanazawa-u.ac.jp/public/detail.php?id=2000&page=5&org1_cd=585000

ホームページ・メールアドレス等 E－mail horii@staff.kanazawa-u.ac.jp


